







































医者にされ』Le Médecin malgré lui (1666)、『シシリー人もしくは恋は画家』
Le Sicilien, l
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た新しい治世である。[. . . ]
　生涯のこの最後の時期の悲劇の中心に、コルネイユは誇り高い人々、
高貴な身分を意識している人々の心のなかに起こる国家理由と恋の抗争








を、それが提起するいろいろな問題を、知らずにいたはずはない。[. . . ]
政治の要請にその恋をあきらめなければならなかった女性がたくさん
あった。もっとも有名な例は、たぶん、若きルイ十四世と結ばれること

















が成功したとは言いがたい。キノー Philippe Quinault (1635-1688)やトマ・





























































































う。また[. . . ]壮大な計画に対し常に積極的で、臣下の幸せを守るため
に疲れを知らぬそのお心遣いや、陛下の心労を軽減する忠実で、大胆な
大臣たちを正しく選ばれたことなども、描くでありましょう。しかも、

































































































































































































































































































































































けて執筆された『ロンギノス考』Réflexions critiques sur quelques passages du
rhéteur Longin の《Ⅶ》で、彼はこう述べている。
コルネイユは、我々の時代の劇作家のうちで、最も光彩を放った人物で




















































　1663年3月に出版されたヴァレAlexandre Varet (1632-1676) の『子供
のキリスト教教育について』De l
,
Education chrétienne des Enfants、同年12
月刊行のコンティ公 Armand de Bourbon, prince de Conti (1629 -1666) の
『演劇と見世物について』Traité de la Comédie et des spectacles、さらに、67
























嫉妬、復讐、[. . . ]自己愛」などをモチーフとし、あたかも「この世の狂気
を凝縮した」かのような作品であることは否定の余地があるまい。ニコルの
批判が、『アッティラ』を含め、第2章で紹介した「なんらかの国家的利害
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